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１．はじめに 

 高津高校の生物研究部では 1977 年からプランクトン調査を実施しており、2度の中断が 

あったものの約 30年間ほぼ継続している。 

私たちは生物研究部に入部してプランクトンに興味を持ち、この調査を引き継いだ。 

2.調査方法 

内濠は隔週日曜日の午前１０時、外濠は毎月最終日曜日の午前１１時に調査している。 

①プランクトンの計測 

 プランクトンは格子サイズ 100 ㎛四方のプランクトンネットを用いて採集し、シュガー

ホルマリンで固定、その後実験室に持ち帰り光学顕微鏡下で同定・計数を行う。そしてそ

の結果をもとに内濠の水 10L あたりのプランクトンの個体数を求める。 

②水質調査 

 極楽橋では同時に水深、透明度、水温、ＥＣ(電気伝導度)、ＤＯ(溶存酸素濃度)、ｐＨ、

アンモニウム態窒素、リン酸態リン、亜硝酸態窒素、ＣＯＤを調査している。最後の４つ

についてはパックテストを用いた。 

③クロロフィル濃度の測定 

内濠にはプランクトンネットをすり抜けてしまう微小な植物プランクトンが存在するた

め、内濠の水を採水して帰り、これを 100 ㎛、35㎛、25㎛、10 ㎛のメッシュでろ過し、植

物プランクトンを大きさ別に分け、ユネスコ法によってクロロフィル a濃度を求め、植物

プランクトンの増減の指標とする。 

 

２．結果と考察 
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内濠と外濠のそれぞれの値を表にしてまとめた。出現したプランクトンの種類は内濠、

外濠ともにゾウミジンコやノープリウス幼生と大きな差がみられなかった。 



(1)水質の変化  

外濠のほうが内濠より 1 年を通して水温が高く、電気伝導度も高い値を示している。こ

れは外濠の下水処理水の流入が原因だと思われる。 

(2)ミジンコの大きさ 

 

 

 

 

 

 

1.0mm 以上のミジンコを大型ミジンコ、体長 1.0mm 以下のものを小型ミジンコとすると、

小型ミジンコは減り始めのタイミングに差がほとんどみられないが、大型ミジンコは外濠

のほうが早く減少し始めている。グラフより小型ミジンコの減少タイミングは内外ほとん

ど変わらないのに対し、大型ミジンコは外濠のほうが早くから減少し始めていることがわ

かる。 

 

(3)ミジンコの比率 

内濠、外濠の大型ミジンコ、小型ミジンコの出現個体数の比率を示したグラフである。こ

れを見ると大型ミジンコは外濠のほうが早くから減少し始めているにもかかわらず、個体

数の比率が多いことがわかる。 

(4)考察 

このようなことが起こる原因として視覚でエサをとらえる肉食魚の違いが関わっている

と考えられる、外濠は水温が高くそのような肉食魚が早い時期から活発に活動を始め外濠

の大型ミジンコを捕食すると考えられる。また大型ミジンコのえさとなる植物プランクト

ンは内濠のほうが多いにもかかわらず、内濠で大型ミジンコが急激に減少するのは、内堀

のほうが肉食魚の個体群密度が大きいためだと考えられる。 

大阪城の濠にはブルーギルが生息していることが確認されているため、ブルーギルがそ

のような役割を果たしていると考えられる。 
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